
 

 

 

 

株式会社七十七銀行（頭取 小林 英文）では、「７７ＳＤＧｓ支援サービス」を通じ

て、水野水産株式会社（以下、「当社」といいます。）の「ＳＤＧｓ宣言書」の策定を

支援いたしましたので、下記のとおりお知らせします。 

当行は、持続可能な社会の実現に向け、地域金融機関として企業の「ＳＤＧｓ」への

取組みを支援してまいります。 

 

記 

 

企業名 所在地 事業内容 

水野水産株式会社 

（代表取締役 水野 暢大） 

宮城県塩竃市 

北浜4丁目4－14 
食料品製造業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注．当社の「ＳＤＧｓ宣言書」については、別紙のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

水野水産株式会社の「ＳＤＧｓ宣言書」の策定支援について 

News Release 2022年 3月 10日 

七十七グループは持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。 
  もっと、ずっと、地域と共に。 

（企業概要） 

当社は１９３７年４月創業の蒲鉾製造販売業者であります。「蒲鉾の町・塩竈」の伝

統を受継ぎ「最高品質のすり身」「新鮮野菜」「揚げ油（菜種油）」にこだわり、

HACCP認定チェック項目等の厳正な衛生管理を徹底的に行い「安心・安全」「味と品

質」を追求した「蒲鉾の水野」ブランドを、皆様の食卓にお届けできるよう取組んでお

ります。 

また、揚げ蒲鉾製造過程で排出される使用済揚げ油を、環境にやさしい「しおがまバ

イオディーゼル燃料」に再利用し、エネルギーの地産地消、廃棄物ゼロを目指す取組も

行っています。 

これからも「伝統と信頼のおいしさ」を通じて持続可能な地域社会の実現に貢献して

まいります。 

ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals） 

2015年9月に、国連に加盟する全ての国が全会一致で採択した国

際目標であり、17のゴールと、169のターゲットから構成されてい

ます。 

七十七グループは2020年7月に「七十七グループのＳＤＧｓ宣言 

～ もっと、ずっと、地域と共に。～」を表明し、ＳＤＧｓに対する

取組みを更に強化するため、2021年10月に「ＳＤＧｓ実践計画」を

策定しました。 



取組
カテゴリ

SDGs達成に向けた
重点的な取組テーマ

取り組みの内容
関連が強い

SDGsゴール

製品・

サービス
伝統と信頼のおいしさ

水野の蒲鉾は合成着色料、合成保存料を
使用しておらず、いつも新鮮に保たれた
揚げ油等、素材や原料にこだわり、余分
なものはできる限り使用せず、安心・安
全に作られています。

品質保証
HACCP対応の製造工程
管理システム導入

品質管理室のもと、全ての工場にて「水
産食品加工施設HACCP認定」「米国水
産食品HACCP認定」を取得しており、
各製造工程に様々なチェック項目を設け、
徹底した衛生管理、品質管理から、より
安心のできる商品を全国へ届けています。

環境
揚げ油から

エコエネルギー

蒲鉾製造過程で発生する使用済の揚げ油
はSBDFプラントへ送られ、環境にやさ
しいバイオディーゼル燃料に再利用され
ます。
※SBDF：「しおがまバイオディーゼル
燃料」の略称であり、塩釜地域でのエネ
ルギーの地産地消、廃棄物ゼロを目指し、
地域循環の輪をつくることを目的として
います。

人権・労働 だれもが働きやすい
環境整備

人権尊重「性別、人種、国籍、出身」な
どの差別行為および各ハラスメントの禁
止を徹底しています。また、外国人労働
者が就労する上で、言語面での支障が生
じないような、研修制度の充実、「イラ
スト」「写真」等を取入れた工夫で、言
葉以外でも理解しやすいように各種マ
ニュアルを作成し、だれもが働きやすい
職場環境を目指しています。

七十七銀行のSDGs診断により「プラチナSDGs」のランクを取得しました。

当社はSDGsの内容を理解し、SDGs達成に向けた取組を下記のとおり宣言します。

SDGs宣言書

水野水産株式会社
2022年3月10日

SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は、持続可能な開発のために国連が定めた国際目標です。2030年までに
世界において解決すべき17のゴールを定めています。SDGsは、2030年の未来の「あるべき姿」もしくは私たちが直面している社会課題が、
分かりやすく・バランス良く「見える化」されたものであり、企業がその経営や未来の姿を検討する際に役立つツールと言えます。
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